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います。 

また、平成２３年度に向けて今後の課題として指摘された、児童相談センターの体

制強化や職員の研修体系の抜本的な見直しと専門的な人材育成の強化、さらに、市町

と児童相談所のケース対応における新たなルールづくりについても現在、組織内で検

討しているところです。そのほか、市町の研修や支援の強化なども含め、市町や関係

機関と十分連携のうえ、合意形成を図りながら改善に取組んでいきたいと考えていま

す。 

 

 

三重県児童相談所における“真実告知＆ライフストーリーワーク”の 

取り組み（その３） 

 

中勢児童相談所  山本智佳央 

 

今回の『エミール』では、辛い過去・知らなかった生い立ち等を告知される子どもた

ちの動揺を少しでも軽減するための工夫について、ご紹介したいと思います。 

 

①告知する時期をしっかり検討する 

 私たちは、真実告知は子どもが『知りたい』と思ったタイミングで実施できること

が望ましいと考えています。大人の都合で一方的に伝えるのは、子どもからするとイ

ヤな内容が多い分だけ「無理やり聞かされた」という思いになってしまうようです。

逆に伝える時期が遅くなると「聞きたい時に教えてくれなかった」という気持ちを抱

く場合もあり、タイミングをどう測るのか、なかなか難しい作業です。 

それでも「○○のことについて知りたい」と子ども自身が言葉に出来るということ

は、ある程度“心の準備”が出来た証拠でもあるようなので、私たちはその時期を逃

さないようにしたいと考えています。 

 難しいのは、そういう気持ちが強まって来る時期が子どもの思春期に重なってくる

ことです。思春期の子どもの心理的な難しさは、施設で暮らす子どもたちに限ったこ

とではありません。また『自分とは何か？』という難問に直面するのがこの時期でも

あります。施設で暮らす子どもたちが、思春期になって自分の“出自”や“家族の成

り立ち”等に関心が向くのはある意味当然のことと言えるでしょう。 

 しかし思春期になって初めて詳しい話を聞くということは、子どもにとって厳しい

体験になることは想像に難くありません。思春期特有の“（特に大人に対する）反発

したい気持ち”が、知らされた内容をより受け止めにくくさせるのかもしれません。 
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 そこで私たちは、出来るだけ思春期が本格化する前に、その子の“生い立ちの整理”

を始める必要性を感じています。当然、どの年齢の子に対しても同じ話が出来るわけ

ではありません。その子が、今の年齢で“気になっていそうなテーマ”を推測し、「こ

ういうことが気になっていないか？」と尋ね、子どもも「実は気になっているんだ」

ということであれば、その子の理解力に合わせて少しずつ・何回かに分けながら情報

を伝えていく、という作業が望ましいと考えています。このようにして、大まかな“生

い立ちの整理”を終えた状態で思春期を迎えるのが理想的なのですが、なかなか思う

ようにいかないのもこうした実践の難しさです。子どもにとっては、ある意味、一生

続く作業なのかもしれません。 

 

②伝える内容をどうするか？ 

 “生い立ちに関する情報”を、何でもかんでもストレートに伝えればよい、という

わけではありません。今のその子の年齢・理解力・心理状態等々をしっかり見極め、

理解できる内容・受け止められる内容を伝える工夫が必要になります。 

 とは言え、施設で暮らす子どもたちの “生い立ち”には、どの子にも辛い内容が

含まれています。例えば「自分に対する親の虐待行為をどう説明するか」はどんな場

合でも難しい問題です。他の入所理由の場合でも、親が失踪した・経済的に困窮して

いた・障害や病気のため育児が出来なかった等々、どれ１つ易しいものはありません。 

 詳しい内容については、児相と施設が綿密に打ち合わせをし、その子が理解できる

表現をするよう心がけています。この時、客観的な状況を説明するのと同時に「それ

でも親はがんばっていた（ようだ）」「自分ではどうしようもなくなって、施設に預

けた（のだろう）」等、なるべく“親のポジティブさ”を残すよう表現を工夫してい

ます。どんな場合であっても、他人から“自分の親”のことを悪く言われるのは、子

どもにとってあまりいい気がしないでしょうし、自分自身の“出自”を傷つけられる

感覚にもなるようです。 

この“生みの親・出身家庭のことを悪く言わない”配慮は、私の経験からも重要だ

と考えています。「長く行方不明状態になっている親の情報を知りたい」という子ど

ものニーズに応じて、親に関する情報を伝えたところ、しばらくして親が現れ、子ど

もと交流を再開した、という展開を私は何回か経験しました。いつ・どんなかたちで

生みの親と再開するかは誰にも分かりません。子どもに“自分たちを見捨てた悪い親”

という感覚をなるべく抱かせないような工夫が、伝える側にも必要だと思っていま

す。 

 また施設で暮らす子どもたちの大半が、家族・親族と交流を持っているという現状

を思うと、伝える内容について家族・親族の了解を得ておく必要性もあると考えてい
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ます。これは、児相から伝わる内容と家族・親族から伝わる内容が異なる場合、かえ

って子どもが混乱してしまうためです。もちろん、児相が伝えたい内容と、家族・親

族が希望する内容が常に一致するわけではありません。私たちとしては『もう少しこ

の部分も伝えたいのに…』と歯がゆい思いをすることもありますが、「子どもの知る

権利」がしっかりと保障されていない現状ではやむを得ない部分もあります。今後は、

法律的な面からこうした課題を整備していく必要もありそうです。 

 

③告知する際には、施設の職員にも同席してもらう 

 私たちは、子どもが強く嫌がらない限り、告知の場面にはその子の担当の施設職員

に同席してもらうようにしています。子ども自身、１人で告知を受けるのは不安が強

いでしょうし、告知後の生活の中で、告知された内容や子どもの気持ちの変化等々に

ついてフォローが必要になる、という意味合いもあります。告知を一緒に聞いたこと

がきっかけになり、２人の信頼関係がより深まる場合もあり、こうした工夫のメリッ

トは多いと感じています。 

 

次回は、“生い立ちの整理”を施設の子どもと里親家庭の子どもに実施する際の違い

について、ご紹介したいと思います。 

 

 

児童相談所１年生の感想文 

 
中勢児童相談所  中須 ゆうか 

 

「中須さんは今のお仕事を続けていくと、どういう専門性が身につくのですか？」 

ある年配の男性のこの一言がきっかけとなり、私は前職を辞めました。それはまだ暑

さの残る 2008 年の 9 月のこと。私は薄暗い地下トンネルを走る、大阪市営地下鉄に

揺られていました。 

そして地元の三重に 7年ぶりに戻った私は今、中勢児童相談所にいます。昨年４月

に入庁し児童心理司として中勢児童相談所に配属され、9 ヶ月が過ぎようとしていま

す。 

 

私の前職は「人材紹介業」と言って企業の中途採用のサポートをする会社で、営業

職に配属され、日夜企業回りをする日々でした。民間企業なので当然のごとくノルマ

があり、数値で評価される、そんな職場でした。仕事で今まで出会ったこともない人々
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と話すことはそれなりに楽しく、がむしゃらに働いてはいました。しかし自分の中で

どうしても納得がいかない思いが積み重なっていることに、気づき始めていました。

「目標金額を追いかけて仕事をすること」と、「実際に目の前の相手のためになる仕

事をすること」は、本当は全然違うのではないだろうか。現実はそううまくはいかな

いかもしれないけれど、私はできることなら後者に携わりたい。それに、大学時代か

ら学んできた「心理学」を自分の専門性として深めて、仕事の中で活かしていきたい。

そんな思いが膨らみつつあったある日、私は冒頭の男性の言葉に出会ったのでした。 

 

そこで、新たに児童相談所１年生となった私が感じていることを述べていこうと思

います。 

第一に、児童相談所は「大変な職場」「激務」と言われている一方、ある意味で働

きやすい環境であるということです。児童相談所の仕事はその使命が「子どもを守る

こと」と非常に明快です。予算や人員といった一定の制約はもちろんありますが、そ

れらの制約のために仕事の使命が大きくぶれることはありません。職員としては使命

が明快で共有しやすいので、チームで動きやすく、同じ目標を目指しやすくなってい

ます。 

第二に、心理司の業務では自分自身の内面のあり方が問われるということです。児

童相談所には発達相談、不登校、非行、虐待等様々な問題を抱える子どもが来所し、

面接をします。子どもの話には辛い事実や感情が複雑に入り混じり、聞き手である私

たちの感情が揺さぶられることも多くあります。その場合でも自分の感情が引きずら

れていることを自覚する、感情だけに流されずに事実をつかんで客観的な判断をする、

子どもに対して心理司は「普通の大人」として自分を保つ、等の内面のコントロール

が不可欠です。また自身の内面を一定に保つためには、職場の様々な先輩方と話すこ

とや、体調管理、自分なりのリフレッシュ方法を持つこと等、仕事だけでなく全般的

に自分の生活を充実させることがいかに重要であるか感じています。（ちなみに私は

時々休暇を頂いて、好きな画家の展覧会に出かけたり、大好きな人たちと話しながら

美味しいお酒と食事を頂いたりしています。） 

最後に、児童相談所は「専門性」が問われる機関であるということです。私自身は

児童相談所では 1年生であっても、来談者側からすれば一人の職員として「専門的な

対応」がその場で求められます。まだまだ「専門性」を充分に深めることや、「専門

的な対応」をすることはできません。しかし、児童相談所の「専門性」として何が求

められているのか、自分自身は心理司としてどのような「専門性」を発揮することが

求められているのか、ということを意識しながら自分自身の仕事を振り返ることが、

今は重要ではないかと感じています。 
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ところで、所の 2階から階段を下る際、大きな窓越しに田んぼが広がっているのが

見えます。この 9ヶ月間色々な子どもの姿を見るとともに、この窓から稲が青々と茂

っている姿や、黄金色に光り輝く姿を見てきました。自然や季節の移り変わりを目に

することで、たくさんのエネルギーをもらっているような気がしています。私自身、

いつか実りの時期を迎えられる日まで、自分の「専門性」を少しずつ見つめていけた

らと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


